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変わらないために変わり続ける

 変わらないもの

▪ 何のために自社は存在するのか（パーパス）

 変わり続ける

▪ 事業を成功させるための方策
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セブン銀行

未来の芽は，いつもお客さまの想いの中に生まれる…（中略）…

それが私たちの原点．時代とともにお客さまの想いが変化し，多

様化しても，私たちの姿勢は「変わらない」．そして，そのため

に私たちは「変わり続ける」
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出典：セブン銀行の「パーパス」（存在意義）
https://www.sevenbank.co.jp/corp/purpose/
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ディスラプティブイノベーション
オープンソースソフトウェア

ライドシェアサービス

ビデオ・オン・デマンド

アーキテクチュラルイノベーション
オーダーメイド医薬品

デジタルイメージング

インターネット検索

BMW 3シリーズ

バンガードインデックスファンド新商品

ピクサー3Dアニメーション映画

ルーチンイノベーション

バイオテクノロジー

ジェットエンジン

光ファーバーケーブル

ラディカルイノベーション

DISRUPTIVE

ROUTINE RADICAL

ARCHITECTURAL

既存の技術力を活かす 新たな技術力を要する

新たなビジネス
モデルを要する

既存のビジネス
モデルを活かす

出典：G. Pisano, You Need an Innovation Strategy, Harvard Business Review, June 2015.
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通信学会の所掌
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過去
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現在
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変化
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モノが売れない（2000年頃）
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短い商品ライフ
サイクル

水平分業化
研究開発

コストダウン

モノの個性希薄化

技術が顧客要求
を上回る

急激な技術革新 デジタル化

モノが売れない
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脳科学

遺伝子

量子

電気

ナノ

化学

材料
機械

建築

土木

デバイス

情報・通信

技術の日用品化

スマート

デザイン

宇宙

社会課題

リニアモデル（技術開発主導での社会変革）か
らスパイラルモデル（社会課題主導での社会変
革）へといったR&Dの再定義が必要．もちろ
ん組織の変革もあわせて必要．

how

what
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電子情報通信学会が
変化に対応するとしたら、、、

イノベーション・ランドスケープ・マップと
隣接市場とから考える
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隣接市場
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ルーチン
イノベーションと

学会
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土木学会委員会
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出典：土木学会
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土木学会会員数（業種別）の内訳
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出典：土木学会
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工学

数学、自然科学の知識を用いて、健康と安全を守り、文化的、社会的及び

環境的な考慮を行い、人類のために（for the benefit of humanity）、設計

、開発、イノベーションまたは解決を行う活動

仙石正和, “基礎研究を続ける大切さ, ”電子情報通信学会誌, 

vol.100, no.6, pp.431-439, June 2017.
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情報通信エンジニアリング業界
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そもそも
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「食料・農業・農村基本法」第3条

国土の保全、水源のかん養、自然環境の保全、良好な景観の形成、文化の

伝承等農村で農業生産活動が行われることにより生ずる食料その他の農産

物の供給の機能以外の多面にわたる機能（以下「多面的機能」という。）

については、国民生活及び国民経済の安定に果たす役割にかんがみ、将来

にわたって、適切かつ十分に発揮されなければならない。
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通信・放送法制

 電気通信事業法

▪ 電気通信事業の公共性にかんがみ、その運営を適正かつ合理的なものとするととも
に、その公正な競争を促進することにより、電気通信役務の円滑な提供を確保する
とともにその利用者の利益を保護し、もつて電気通信の健全な発達及び国民の利便
の確保を図り、公共の福祉を増進することを目的とする。

 電波法

▪ 電波の公平且つ能率的な利用を確保することによつて、公共の福祉を増進すること
を目的とする。

 放送法

▪ この法律は、次に掲げる原則に従つて、放送を公共の福祉に適合するように規律し
、その健全な発達を図ることを目的とする。

一 放送が国民に最大限に普及されて、その効用をもたらすことを保障すること。
二 放送の不偏不党、真実及び自律を保障することによつて、放送による表現の自由

を確保すること。
三 放送に携わる者の職責を明らかにすることによつて、放送が健全な民主主義の発

達に資するようにすること。
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情報通信基本法？

豊かな生活、持続可能な社会づくり、我が国の国際競争力の維持向上を支

える基盤整備、災害などを含む社会的諸問題への解決、文化や伝統の伝承

、、、
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ディスラプティブ
イノベーションと

学会
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インベンション（技術）とイノベーション（顧客・社会）

イノベーション
インベンション イノベーション

インベンション
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2000年頃～

【社会実装】

▪ 2000年「社会技術の研究開発の進め方に関する研究会」@ 科学技術庁

▪ 2013年科学技術イノベーション総合戦略

▪ 社会実装とは研究成果が経済的、社会的、公共的価値を生み出すこと

▪ 価値獲得にまで至るのが社会実装

▪ PoCの屍（PoCは社会実装ではない）
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LifeStraw

Source: https://lifestraw.com/
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Source: 森川博之、製造業のデジタル化：気づきと共感が価値の源泉，日本経済新聞
経済教室、2022年2月2日朝刊26面.

テトリス型経営

デジタルエコノミー時代の
価値創造

無形資産：独り占めできない
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経営学

Harvard Business Review

Strategic Management Journal
Organization Science

Academy of Management Journal / Review
Management Science

Journal of International Business Studies
・・・・

産業界
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産業化追求（価値獲得）型研究開発
従来の知的好奇心追求／用途追求型研究開発と区別して位置付ける
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価値被提供者

用途追及 産業化追及
（価値獲得）

知的好奇心追究

産業化（価値獲得）

根本原理
志向

応用技術
志向

研究

包摂共生型価値
獲得チーム

研究者

事業開発

広報
知財・標準化マーケティング

鉱脈型

素材型

グランドチャレンジ型

社会実装型

破壊的
イノベーション型

組み合わせ的
イノベーション型
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That‘s Interesting!

Murray S. Davis, That's Interesting: Towards a Phenomenology of Sociology 

and a Sociology of Phenomenology, Philosophy of Social Science, 1:4, pp.309-

344, Dec. 1971. 

 社会科学系の博士課程学生の必読の論文
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最後に
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イノベーション

イノベーションに対する最高の賛辞は「なぜ自分には思いつ

かなかったか」である

ピーター・ドラッカー「イノベーションと企業家精神」
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マーケティングマイオピア（近視眼的マーケティング）

【鉄道会社】

▪ 自社の事業を「鉄道業」という狭い範囲で考えてしまい、「輸送業」という大きな

くくりの中で位置づけられなかった

▪ 膨大な資本と顧客を有していた最大規模の企業であったにも関わらず、自動車運送

や航空運送などを取り込むことができず衰退

【ハリウッド映画業界】

▪ テレビが登場しても自身を「映画事業」という狭い枠に閉じ込め、テレビと顧客の

奪い合いを行う

▪ 「エンターテインメント業界」と定義していれば、新たな市場を取り込めたかも

【学会】

▪ ？？？
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 参加者が固定化して顔見知りばかりになってしまっているの
では

 学会を守ることが目的になってしまっているのでは

 上下の分離，分野間の分離が激しくなっているのでは

 アリバイづくりの場になってしまっているのでは

 大学院生のデビュー戦だけになってしまっているのでは

 何のために研究をやるのかに関する議論の場になっていない
のでは

 ・・・

 ・・・

36
https://www.cpier.kyoto-u.ac.jp/update/zenbunya2/
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電子情報通信学会の

「変わらないもの」と「変わるもの」を

考えながら

次世代に残す学会を考えていきましょう

37


	スライド番号 1
	変わらないために変わり続ける
	セブン銀行
	スライド番号 4
	通信学会の所掌
	過去
	現在
	変化
	モノが売れない（2000年頃）
	技術の日用品化
	電子情報通信学会が�変化に対応するとしたら、、、��イノベーション・ランドスケープ・マップと�隣接市場とから考える
	隣接市場
	ルーチン�イノベーションと�学会
	土木学会委員会
	土木学会会員数（業種別）の内訳
	工学
	情報通信エンジニアリング業界
	そもそも
	「食料・農業・農村基本法」第3条
	通信・放送法制
	情報通信基本法？
	ディスラプティブ�イノベーションと�学会
	スライド番号 23
	インベンション（技術）とイノベーション（顧客・社会）
	2000年頃～
	LifeStraw
	スライド番号 27
	経営学
	産業化追求（価値獲得）型研究開発�従来の知的好奇心追求／用途追求型研究開発と区別して位置付ける
	That‘s Interesting!
	スライド番号 31
	最後に
	スライド番号 33
	イノベーション
	マーケティングマイオピア（近視眼的マーケティング）
	スライド番号 36
	電子情報通信学会の��「変わらないもの」と「変わるもの」を��考えながら��次世代に残す学会を考えていきましょう

